謹啓 益々 御淸適 奉賀 候、 陳者 小生 儀 昨年 七月 退院 後は 健康 舊に倍 
し 更生の 窓 氣 頗る 高く， 使命 遂行に 邁進 致 居候 殊に 日 支 事 變勃發 
丨 m 來は吾 研究所の 全 機能を 舉げ 、日夜 微力を 盡し つゝ有 之 候處遂 
K ' i ' 勞 る 視力の 異常を 來し 候、 洵に 不甲斐なき 次第に 御 
座 候、 就て は晳く 研究 及 執筆 も 絕對に 許されず 只管 加療 休養す る 
{:の已むなきに立到り申候、時局重大の際只々殘念に存居候、從て 
ぃ本資料の上に丄多少不備を來す塲合も有之ると存候へ共右御諫察 
:\、ト ^-: 上 暂畤 御容敵 賜 度 御 願 申 上 候 敬 A 

^廿 三日 

阔際坍想硏究所に於て 

水 島 齊 
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ニ輯 北支 事 變と王 明の 新 論文 
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三輯 支那は 日本に 何を 爲 さんと する か 
附獨 逸に 於け る 新聞 統制の ® 情 

四輯 日ソ 關 係と ソ聯 陰謀 事件の 眞相 探求 

附 ソ聯反 幹部 派 裁 利に 對 する ト ^ッキーの曝盔演說 

五 輯ソ聯 の 廣義國 防 

附米阈 中立 法は 何時 發動 せらる > や 




再び 本書に 就て 
, 單 なる、 直譯の 羅列では ない。 

一、 國體觀 念に 立脚せ る 見解を 以て、 解明し 批評し、 且つ创 生 的 

獨自の 意見を 以て、 世に 先 驅し世 を 啓蒙し 或は、 現代 及びき 

身に 對する 暗示を 與 へんと する ものである。 

量の 多き を排 し、 寧ろ 極力 壓 縮を 加へ 簡潔 短 章に 努 むる もの 
と ^ No 




戰爭の 危機 V 』 ナチ ス獨 逸の 經濟カ 

I 、原料資源の準備はじぅなつてるか 

原料 資源の 準備なる 問題は 大戰 前と 今 H ビでは非常に逮つた態樣を持つてゐる0贲 
際に於てー九一四年前に於ては、拟料資源の中央統制を行ふべき國家機蹦は存在しな 
か 0 た。即ち、いざ硪爭£なるとー切の必要な 3 源の供給は、國家との尨大な契約に 
甚づいて動く、私 @ の企業付瓧の手 {£ 依6行はれねばならなかつたのでぁる。然し戰 
爭が始まるや否や、現 » の前に兜を « がなければ5らなかつた。そんな制度では到底 
間に合は す啼 礙の箱 出 どなつたからでぁる。「契約な !£' は、何等實効がない。」のでぁ 
o た。 そのため 大急ぎで 原料 資源の 中央 赀理 機 ©] を 設けなければ ならな )!)' つた。 然し 
これも獨逸では未だ生產の合理化が行はれてなかつたので、差したる効果を砑らさな 



かつた ので ある 0 

ヒ トラ-は 望 帝 國を剂 建す る や先づ つく^と 次の やぅに 語つ た 0 「戰爭 の 寒備の 
問題は 平時； J ? 充分に 硏究を 遂げなければ なら ない。」 そして 「國 家への® 料 補給 i 
1 S つて SV けられね VJf 5。 企 iss す， Ji ではない。」 
V 。 财來、 は 軍隊は その 1的_本 部の 外装 濟_| たねば f 
ぬと した 0 

右 益聯 して 有名な f マス 大佐の 演說 中には？ 云 ふ i が 述べられて t 。 
fs 數年問 i 露は® 防 $ は、？ 方 的 yj 蜃 方面と を 策ね 

る强 力— S 部が 必 II いて S 。 ゎれ {は 大戰中 gs 壽を 

「經 濟參謀 本部は 將來 非常， ベ 大きな 貴 任を JS 沿す る ， OVJ 、 ならぅ。 絕ぇホ 軍 atj 方面 
の 要求と 薄 的© f 』 較 3 し？ sfs >— 吿 しなければ な— いので b 



る OJ 

而 して 近來 SSSIS つ SS 帶 S しく— siw、？ 
た 結果， ニの ある 生產 中心地を 他へ 移轉 する ミ」 が 旣に はじめられて ゐる 

却說獨逸の财料資源の現狀は一體 ^ ぅなつてゐるか。 

獨逸 ょ確かに石炭と鋼琎については自阈の需要位以上の生產を行つ 1: &る。然し將 
来の 戰爭 sf も 云 ふ. へき 石油は、 I 的な 1ご 持つ てない？ ある 。 

獨逸が石炭の液化に依る合成石油の生產に大童となつて&るのは 2. れがためであ 
る。 その 石油 消— S 一 九 三 六 年の 調査では 五 百 十 S と 見 f れてゐ る 。ヒ トラ 
i 統 はかつ て獨 逸は 一九 三 七 年末 gs 石油の 喜が 出 字 f に— であらぅ 
V」 揚言し n が t。 然し 現狀 K 照し 1 S 疑は しい、 f 都合 ょく 行つ 5 し 
て も 一九 三 七 年末までに 平時に 於て 必要 かくべ から usi を充し 得る 石油 
を、石炭液化の方法に依つて得る 2. 1が出來るに止るであらぅ。 

H 




• 獨逸 の 著述家 H ツチ、 スタイン VV 力-氏は 將來の 戦 f 於て、 英米の 如— 明が 
V 」 の 位の 石油を 消費す るかを 調査して 報吿 して f 。 一 简 年戰？ るに 必要— 油 位 
を彼の計算 {£ 依って舉げて見ると次のゃぅでぁる。(眾位百葙噸) 



ティゼグモ丨タ—油 

®: 油 



陸軍 空軍海眾生產用 合計 



揮 



0 



油 



三、 〇 一、 四 五 — 
I 、 八 

ニ、 〇 〇 、一 I 



、八 五 



、三 



六、 三 
一、 八 
三、 四 



滑 油 〇、 五 
總 計 五、 3£ 

これと 問 じ 問題に 關する 獨逸の 工 

次の 如く 結論して， Qt 〇〇 

「どんな己とがぁっても交戰阈たる大國の石油消费兑はー九ー八年當時のニ倍乃至三 



〇、 一 五 〇、 ニ 0、 三 一、 一 五 
一、 七 ニ 、 o 三、 四 五 ニ一、 六 五 
. エ フ . 7リ|デンスブダグ氏の硏究 {;: 依ると 



倍に上るでぁらぅ。戰線後方の需耍を考撤に入れ、ば、年次消费兌を最低限一千五百 
S 乃至 ニ 千 萬 噸 ど見嵇 る ことが 出来る。」 

約ー噸 の 合成 石油を つくり 出す のに 約四噸 の 石炭が 必要で ぁ る.」從つてー千五 ?1 茁 
乃至 ニ 千 萬％ S 合成 石油の 生產 に は 六千萬 乃至 八千茁 噸の 石炭を 持つ て 來 なければ * 
らない。すると獨逸の全石炭生產の半分を使つて了ふこ.こ ^ なる。現在乙れだけの石 
炭の 坩產を 行 ふこ VJ は獨 逸に VI つては 到底 問題と ならない。 尙フリ — デン スベ 产 グ自 
身かぅ云つて £> る。現在獨逸の石炭苹 « 贷では漸く平時の消费をまかなふに足るに過 
ぎない。 然も 仑の消费贷が今後ぁ爻6总速に增加しないビ云ふ條件付きでぁ5。 

獨 逸產 業の 中现實 的に 非常な 進步を 見せた やぅに 思 はれる 分野 も ぁるが、 それは 僅 
かにー部1:に過ぎない。然4仑の戰時锊濟に對する赏要法は之 5: 左右すると云ふやぅ 
な大したものではない、即ち紡緖菜でぁる。化帛エ栗の完成に依つて人造纖維の生產 
は 非常な 增大振 b を 示した。 人钔 の* 額は 一九 三 ニ 年の ニ 萬八千噸からー九三六年に 




は 四 英 七千噸 に上昇した。然し特に著ぃ進步を見せたのは人造羊毛の生產でぁるが， 
左の 表を 見れば ょく了解出來ると见ふ。 



I 九 ニ 九 年 
九 三 o 年 
九 三 一年 
九 三 ニ 年 
九 三 三年 
九 三 四 年 
九 三 五 年 
九 三 六 年 
九 三 七 年 (想定〕 



, 六 001 > 
ニ、 五 〇〇噸 
ニ、 五 〇〇噸 

三、 〇〇 o 噸 

四、 五 〇 0 噸 
七、八0〇噸 

一 五、 〇〇 ◦噸 
四 八、 四 〇〇噸 
八 五、 0〇〇噸 



人销及び人造羊毛の生產はー九三ニ年には獨逸の紡槟品全消费額の五、七七 96 を供 



給して0たが、それがー九三六年になるご一五 % に增加した。この分野の新しい進步 
のお蔭で、獨逸は何等馏格の騰貴を來すことなく乙れらの生產品の外國依存性を减少 
す6乙£が出來るや*っ {: な 0 た。 

以上と 反對 に 班の 生產 、乙れ は戰 爭經濟 に どつて極めて重大な意義を持つもので * 
るが、 今日の 狀瓸は 一九 一四苹 當時 に比し非常に劣つてゐる。 

ー九ー八年の敗戰の結果、獨逸が大部分の班鑛山を失つ仁ことは識者の知られる通 
りで ぁる 。現在の生產額は、その消 « 額の極く少部分を占めるに過ぎない。獨逸の統 
針に依るど全國の班の生產は一九三五年には五百ニ十九萬噸、一九三六年 ^ は六 « 六 
十五萬ニ千噸 ^ 上つたご指摘してゐる。所が、又鐵鑛の檐入はこの兩年度に於 1: ー千 
四百六萬ー千噸から一千八百四十六萬九千噸に增加して & るのでぁる。 

獨逸は、大戰前旣に鐵を楡入しなければならなかつた。生產額. 3> -その全 ^ 要坫に及 
ばなか 0 たからでぁつた。大戰でロレーンの狨山を奪はれてから、鐵の輸入の必要は 




益々 增 大した。 Ms 逸の 检 K ： 額の 大部？， SJ ス 及び，^ isN からで ぁる こと 
は 周知の f である。 然し 大戰 屮獨 逸は 旣に スエ 丨 デン 鐵の雙 •か f て 難しく 大な 
る 危險 に ^ ら？れ てゐる こどを 知つ たので あ 5 r 

この 點 について ナチ スの 著述家 エム •エフ •エィゼン 氏は 次の 如く 云つ てゐ る。 

I ス エ丨デ ン の 產 f 自己 S に— 獨占 せん 1 S 努力、 こ 5 證に とつ 

て 極めて 危險 でゐ り、 戦時には 致命的な 打撃— へ與ぇ 得る t 知れなぃ、 然し こ 

れはス エ丨 •テン 鑛山 VJI の 冶金 5 忘 間に 長期 契約が 結ばれた ために 失敗 こ歸 
した e 」 1 

獨 逸は 0 ヶル、 ク P , ム 、ク才 ダフ ラム、 モリブデン、 グ アナ デ クム— の？ 

11 P 於— な 地？ 11 f sf s T 代替す L 
考 へる 己 こ ヵ出來 ない。 これが ために その スト ック k つビ めなければ ならない ので 
ある C 



石油や紡较エ業について述べた代用品の生產は锔逸にとつて非常な支出の拟因をな 
したので * る or ドィッチ h .パンク*ゥン.トゲス 3 ントゲゼグシャフト」の報吿に依 
る £、石油论入額は一九三四年度 ^ はニ傥マークでヵパー出來る罟でぁつた。所が政 
府は 自給自足の 度を 增 3 んどしたが仁めに、七值即ち输入に仰いだ坺合ょ6も五傥も 
ょけ いな支出を必要とした。これで判斷するご一九三六年度に於て合成石油の生產に 
要した 费 用は 約 八 位 マ— ク ご 評價 する こ > .'-. か出來る。又己の數宇からして戰時この ?: 
め に «* の位范大な金額を必耍とするに至るぺき炉を想像出來るのでぁる。 

然し乍ら代用品製造の發展はその肛接の結果.、」して，エ業就苽 11 馼の增加-0その增 
加した だけの 戰 閊 1-1 擎備數の戚少を來した。大戰中に於て旣に镯逸の重大弱點の一が 
兵卒と 勞俲 者との ^ 耍に對し同時 ! 1 1 * するこ£が出來なか 0 たこと |: あるこごが明に 
3れて ゐ るの VS 

か/^る結果ゝ獨逸が如何に代用品の製造に完璧を期し得るとしてもゝそのために奠 

九 




大産 用を 投じなければ なら ない— ふこと が、 軍部の 大— 苦勞の 種.，」 な？ ゐる 
ので ぁ气 この 點 につ い て H ィ ゼン 博士が， 「金は 戰爭 g 遂行の ため k は 最も® 要轰 
料 品と な— ぅに 要求 ^ れ て® る。」 ご 云つ て； 3 るの S 味 深長 喜 葉で ぁる。 

ニ、 世界 戰爭に 於け る® 逸の 人的 资涯 

現在獨逸參謀本部の最大關心窜は人的资源の問題でぁる0|九ー四年乃至ー九ー八 

年の世界大戰の粧驗からどんな敎訓を得たか0 

大戦 #- 獨逸の 義務が 兵役！^ 度は 他の 多くの 國と 同 ^ でぁつ た 0ところが、獨逸は四 
十五 歲迄 s —を 賞 i ければ ならな かつた。 5 と 以前に ニ 年間の 兵役の 義務を 
果 した谷陪敍の阈民を狩6出さなければ 4 らなか 0 たのでぁる0戰爭の初期こ於てょ 
三百 五十 萬 人が 動：： 5 された。 而し v 失業者の 數は 一九 一四 年の = 一月から 六月までの 間 
ic は渐 <ニ.八 % {«: 止つたものが、その年の九月^^なるとニ八.七 9 / . に增加し、十ー 
月には八.ニ % に下降した。 



人手の 不足と 云 ふことは 1 九 ー六年に入つて例のヒンデンズルグ訐査を贾施する乙 
ビ、なつた際始めて感じられるやぅになつ /2 。戰爭の最初のニ年間內に於ける失業者 
數の增 加 VJ 云 ふ现 象は、 平時 生* 制を 載 時生產 制 ^ 變更するために確阁たる計盡がた 
てられな 6' つたことに取因するものであつた。かるが故に改造期を通じて一切のエ堪 
が全能率を畢げて換作することが不可能 /;' つたのは巳むを得ない次第であつ |: 。 

戰爭の初期に於て、銃後では軍需エ業のため數百茁人の人間を必要ごした。然し乍 
らこれもやがて多數の婦人を動：：：しなければ足らなくなつた*十人以上の赝人を使用 
する企業について見ると婦人勞働者の數は次表 ^ 示すやぅな仕末であつた。 

一九 一三 年 一九 一八 年 
鑛山 及び 金 成 工業 一 五、 九 六 九 lo 九、 六 ニニ 
機械工業 六 一、 九九 三 二三 一、 七 七三 
器具 及び 機械工 具 七 四、 六 四 ニ 四 九 三、 三 七 四 




化 學エ龙 ニ 六、 七 四 九 ニ o 八、 八 七 七 
所が乙5して铖人勞働をエ業に劭 « し、又捕谢の强制勞働を行ひ、六十歲迄莪務的 
勞働 年限を 延長して みて 6、 勞働 力の 不足の ため、 戰線 から 呼び 戾？ れた 人間の 软 i 
1九|八年末 {£ 於てニ存五十萬人 {;: 及んだ。 

三、 現 時に 於け る® 逸の 人的資源 

獨逸では一九三五年になつて漸<_務的兵役制が公式 ^ 復活された。然し泣活前の 
數 年間 旣 ^ 秘密 ^ この制度が存してゐたのでぁるが、これを考虛に容れるとして4、 
一九 〇〇 年 乃至 一九 一三 年生れ の 壯 丁は、 大戰 前の 兵役 免除 者の 敎育 に比べても まだ 
見劣りの す 5 位の 敎 W さへ 6受けてゐなかつた。參謀本部は全歸休勞働者の正確な統 
計を 作る こ £ !: 努ヵを傾けた0かくて緒戦数苘月間に生產能カの破坺を « <布れのあ 
る失業狀態の發生を防止し、又各エ塩の耍求する努働人 11 软を最少限 {: 止らしめるや 
5に 望んで ft るので ある 0 



以上に 關 し、® 逸が 婦人の 活動に ついて 抱く 新し S 考へ は® めて 注目すべき 6 の •か 
ぁる。ナチスが政權を獲得した胶 ^ は、敗百茁に達する大失業群をか、へてゐ仁。 2. 
の時ナチスが婦人の占むべき場所は家瓱だと叫ん-た乙とは確か |: この失業群を解消せ 
んごの目論見 ;; ぁつたのでぁる。かくて獨逸の婦人は男性失業者群のために自分等 
の職垅を放棄し仁のでぁつ^^现在ゎれ-—-はこの方面についてのナチスの政策に於 
て 全く 前と 正反對 な轉換を見て & るのでぁるり货際に於て’武器を^り得る男子を敁 
大限に動以せん*^欲するならば、生產方面に於ては婦人を以て男子 ^ かへるこ£*か必 
耍でぁる。然し 2. れらの婦人のエ 1 的訓練は、1九一四年乃至ー九一八年當時の如く 
|: 戰审の典圾中に着手しても駄目でぁる。近年再ぴ婦人エ場勞锄者の數が增加して行 
くのは 2. ぅ云ふ理由に依るものと見なければ5らない。參謀本部は更に、戰時生產の 
ため 特設され る 準備 H 坺 に 险秀な M 人 熟練 勞働 者を 養成 せんご 考へ てゐ るので ぁる。 
尙一般 に 工業 勞働 者の 素 ® 向上の 仁め， 尠 からざる努ヵが注がれて&る。 




- 四 

事®、 世界 糞 Is 果、 1には@秀な 11 いもの— 年 尼のぅ g 
多款 存在して a る。 平時の 今：：！、 獨 逸の 軍需工業は この 問題を 痛感して ゐ so 參謀本 
部は、いざ戰爭となつた坺合にこの熟練勞働者の不足に|屉苦しむのではないかと爱 
撤して ゐる 0この問題について論せられた4のは相當あるが、その中伯林大學敎授た 
るへ ッス將 取 の 論文は 最も 注目すべき もの、 一つで ある C 

r 熟練 勞§ 者が 不足し、 然も ニ 年 si 兵 f <? な國 では 次の こく か 必要で 
ある H 龙 じ 必要 缺く ベから' さる 熟練 努働者 や 技師 k 對 しては、 一 简 年の 兵役 終了 拔 
六 筒 月の 休暇を 與へ 、之，^ 載 場 k 就かし める ことで ある。 そして 名 六® 月の 休暇 
就業の 後 再び— 爲 つて、 第二 年 目 ef 半分の 兵役を 了 すれば ょ い。 又 间様运 
業 _ 係 に 必要な® 8 働 力に ついても、 兵役 第二 年 目の® 期 六 商 月 問、 これを 田園に 
鉍 す こどが 必要で あら ぅ0かぅすれば次の三つの目的が同時 {: 達成出來るど云ふもの 
て ある。 W ち、 工業 作業 U 組織の 實现 、優秀 勞 働者敎 育の 遂行、 軍の 技 W 敎 育の 强化 




の 三で ある o 」 

更 1 C 又獨 逸の 人的 资 源問趄 について逊要性を沒却し得ない4のとして心理的な諸因 
を 舉げ 得る。 大戰 8.1 獨逸選 取 權 者の 投票の 約 三分の 一を ) id ち 得た 社會民 主 藤は 從來常 
に軍 15 « の協赞を拒絶しつゴけて來た。然しな <) ; ら一九1四年八月四3遂 !;: 社 ^ 民主 
黨西十名の代进士は讯¥费を承認するに至った。 

革命的 5 叫び® や 平和主義者の 其の 情は 載 爭中孤 立した 小 グルー ブの內 部に しか ひ 
V かな 0> 0 た、大衆の不備が戰爭の锒牲や慘禍とともに坩大したことは確かである ^ 
S 云 0 て仑れが確固どした政治的な形璐をご4に至 0 たのではなかつた0罷業が起つ 
たこ d を 記し 得る であらぅ が、 仑れも ごく 短期 問で 終つ た。 そして 又 終には 脫走兵 ♦か 
铕出したが乙れも亦軍事行励の進行に差した影铿を與へるまでのこごはなかった。 

然らば現在 0 事態はどんなものか。將來戰卬勃發の際依然ナチス *> 政權を握って〇 
るとしても、果して獨逸國民は、？きに獨逸帝國の指苒者の下にー致結束してゐたや 



フ * 5 ナチ ス 指導者 这に從 つて この 結束を 新に する ものと 考へ 得る であら う か。 い 

ろく S 柄— へ 合せる is 民の 大部分は 戰爭 の— 必ずし 4 意— て ナチ スに 

附随して 行 <と适 は 会ぃ。— S 制度.^ 1 勢力— 大 しょう,, 欲して 

和 逸の 敵 S 芒む る 機 f 與 へ， 〇 か％ 知れない。 特に 己の やうな— は旣 ，べ自 S 

嫌 組合を— し •左— 政？ 結成した— 者 大衆 S 合に あては—。 

一九 三 三年の 切、 獨逸 自由 勞働組 合は 約 五百离 の 組合員を 擁して ゐ た。 ナチ ス 政—' 

獲得 前 S はれた 最近 sf 於て は、 社 待 主 _や共 產 主義者 k 對 して、 十三 离人 

の— 人が 投 f た？ あつた。 ナチ 5ブ ル ジ 3 ァ 政— 大部分 sit 怪勿 

-* さナて 居- ^ 又私 更 のこと 勞侧 者の ニ 大政 激に險 ひ 込む こどは 出来な かつた のでめ 
る 0 

爾來旣 四 简年餘 りを經 過した 〇 而 して 現在 世人は かう 云 ふ 印象 s?u 
ち、 新し い 全 箱 主—. 2 1 致せる 輿論 Q 支持を 受けて f と。 然し ゼら數 々の 1 



5: 顧る と决 してを ぅ ども云へな$。エ業勞働者階級が新制度に對し深刻な敵意を抱い 
てゐる様子が頭著である。ナチスは政權樹立後软简月にして、各企業の勞働代表任命 
のためエ垅內の選取を施行した。この選蜞に於て、ナチスは正確には全代表較の八分 
の1しか選出されなかつ ?: の ?£ 對し、自由勞働組合は七五 0 /» 、又キリスト敎勞働組合 
は 赤色勞 働 組合の 妨 ^ があつた |: も拘らず一ニ妗を拽得した。この結果はナチスに强 
い衝 擊を與 へ、 遂 ( C 彼等は 企業に 於け る 右の a 舉を澌 然 禁止して 了つ た C 
然しながら 一九 三 四 年 ナチス は 更に エ坺 內 |: 於ける「腹心分子」を 3 出する方途に 
出 /2 。所かあらゆる揮颳手段 6 5 ^ 也られたにも拘らす、をの結果は全く失敗に歸した。 
一九 三 五 年 四 H 三十 n 附 「アン ダ ッフ 」紙にはかぅ荇いてある。「エ坺内 31 舉の中五分 
の三位は選琳をサ.ホタージユした。努働者は投票用紙にナチ制度 {: 對するいろ' の 
不滿 5: あら ひざら ひ 宵き 立てた。」 と。 この S 舉 U 於て は獨 逸勞働 階級の 四 分の 三が ナ 
チス 1 C 反對 である ことを 示した ので ある C 前述の 「腹心分子」の選取は1九三五年 ^ 

一七 



i § れ たが、 それは fsf if SI かつた。 そして f f 间 
の s が 四月の 三？ 四日に 施行され る？ ぁつ たが、 をの 間際に？ て、 ナチ 

慕.^。 こ i 

在獨 ISII 治 的な—? M で— か 11 い微 
つて ！ 然し？ ら か、 る 反 政——— の强 f 5 h 
1 接の 表—— 持つ てない— は 明か— 气！ り存 在は 
戰時 ともなれば、 ナチ 5 燈 對し危 f 4 あ f ' ナチ 2 指— 

1 E 產 してぎ。— 答て 一 ilf ^ 

M 1、-’ て— 者！ f ,ォ r !大佐の考へ で 1 f し 
新しい 震.— fff £ て—。 ナエの 理 f . ビン 
£ i / ョゲ ィクス 氏は、 この 點に閲 し 一— はして— が、 その 中には、 次の T な 
注意すべき 文 言が ある c ® ち、 



「抵抗力の 强 さは、 V の 程度まで 國 比に對し生活の保陣を與へ，之を納得せし»得る 
か -^云ふことに係るど 

これは非常 (2 はつきりして0るこどである^然し乍ら國家キ：袭的な槪念はすでに自 
由 主_的勞_組旮組織を經驗し、又左 33 的大政铕を結成したこどのぁる幾 ?1 萬の勞働 
者を說さ伏せるだけのカを持たない。今：=反對氣運は潜在して & る形でぁるが、ナチ 
スの现制度が全面的にズロレタリァ大衆をパッタとする必要に迫られ又彼等に對して 
武器を 附與 する の餘依 な S IC 至る 5 らば 忽ち 箱 極 的な 活動力 どなつて具現するに至る 
であらぅ C 

結 語 

ナチス獨逸はその阈內狀勢から對外政策の遂行上適 ;|| すべ$政治的經濟的敎訓を引 
出す 2. とが出來た。が彼は阈境外に自己 ^ 對し缺乏品を供給してくれる同盟阈を必耍 
ビするぐ-これがために獨逸にィタリーの拨助を得て小協商國を分散せしめ’仑の構成 

一九 



25たる諸闻の若干を伯林—羅馬樞袖に牵きつけんと庶幾してゐるのである0獨逸の參 
謀 本部は 過ぐ る 大戰中 占領せ しめた ル ーマ -l r 石油 資源から 资ぇた 味を 忘れ かねて a 

so 

世界大戰の當初、獨軍の占領した地域の經濟的開發は、軍事行 |4 に附隨した第ニ ^ 
的の 結果で あつた。 然し 來 るべ 5 戰 ? に於ては谅早これ£は全く別なものであらぅ0 
即ち朮事行動の方針は眾忠品を補給し沿べき新しい要地の占領.こ云ふ緊急な必耍 !£: 茶 
いて 决定 される であらぅ 。この 必要は 新しい 軍 取 經濟密 の 中に 公々 然 i 明記 a れてゐ 
る。即ち，ヵールハクゼル氏は近著「平時經濟及び戰時經濟のニ面ょり見たる || 作地 
の問題」 {£ 於て左の如く述べてゐる。 

「過去 {: 於ては、外阈の耕作地の地埋的分布の問題を單に競爭と云ふ見地から考へて 
ゐた が、 今日では 仑の國 が戰時 にどれだけの補充的生產を行ひ得るかと云ふことに從 
つて その 種々 の 經濟的 分野の 成 行 如 何を 研究し なければ ならない 0か くの 如く 軍事 陞 



I. 4 

濟的見地に立つて考察する乙£に依つて、政治的エ作上最も货大な結果を收めること 
5: 得る t ので ある 0 」 

自給自足を 搔限迄 押しす、 め、 同盟の 相手を 探求し、 新しく 軍事的に 捌け口を 獲# 
する こ ご、乙の三つこそナチス獨逸の新しい經濟政策の根抵を形づくる主要 19; 則であ 
る 0 



5 ? 和 十二 年 十 月廿九日印呦 
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民族 大觐筑 - _ あ 四六版寫眞蚁葉入孖四十餘貝定岱赍圆 

I 英 •米 •露に 於け る ユダヤ人の 策動 I 

世界を 席捲す るユダ ャ 人の 勢力は、 今回の 日 支事變 にまで 
啦 手が 延びて ゐる 。我等は ユダャ. ^の研究を發表したいが 
さぅ容埸ではない。本 # は先つー資料として /]'. 心レをして 
見た ので ある。 




